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幅広い教養
（大学生として備えるべ
き教養を身に付ける）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

技術者理論
（技術者としての正しい
倫理観を習得する）

○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

リーダーシップ
（様々な分野で指導的
役割を担うことが出来る
人間力を学ぶ）

○ ◎ ○ △ ○ ○

柔軟な思考
（伝統的な思考や方法
にとらわれず、自ら考え
る力を備える）

○ ○ ○ ○ ◎ △ ○ ○ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎

課題の発見と解決
（自ら課題を見つけ、解
決することができる能力
を養う）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

計画力
（物事を多角的に把握
し、解決に至る道筋を
組み立てる力を養う）

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ◎ △ △ △ △ ◎ ◎ ○

コミュニケーション

（多様な価値観を尊重
し、互いの立場を理解し
相互対話できる力を培
う）

◎ ◎ △ ◎ ○ ○ ○ ○

プレゼンテーション
（自己の考えを正しく伝
え、相手の理解を導く力
を身に付ける）

◎ ◎ △ △ △ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

協調

（自己に不利益な事柄
を排除せず、互いに有
益な結論を見出す力を
養う）

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

専門知識
（各専門分野における
正しい専門知識を身に
付ける）

△ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

専門技術
（各専門分野で必要な
技術を習得する）

◎ ◎ △ ○ ○ ◎ ◎ ○

応用力
（教養および専門知識
を自在に組み合わせ発
展させる力を養う）

△ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（注1）◎は授業科目が学習目標との関連度に対して，「非常に関連度が高い」場合を示し，○は「関連度が高い」場合を示す。

（注2）配当期のローマ数字は以下を示す。
Ⅰ：1年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅱ：1年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅲ：2年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅳ：2年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅴ：3年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅵ：3年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅶ：4年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅷ：4年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）

但し，Ⅰ(1Q)」は1年次第1クォーターをを示す。
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【専門科目（グローバル輸送科学科）】

Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅵ Ⅵ Ⅶ Ⅵ Ⅲ Ⅲ Ⅴ Ⅲ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅶ Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅶ Ⅶ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅷ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅴ Ⅶ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅶ Ⅶ Ⅵ Ⅵ Ⅶ

幅広い教養
（大学生として備える
べき教養を身に付け
る）

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ◎

技術者理論
（技術者としての正し
い倫理観を習得する） △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ◎ ◎ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎

リーダーシップ
（様々な分野で指導的
役割を担うことが出来
る人間力を学ぶ）

○ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎

柔軟な思考
（伝統的な思考や方法
にとらわれず、自ら考
える力を備える）

○ ○ ○ ○ ○ △ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ △ △ ◎

課題の発見と解決
（自ら課題を見つけ、
解決することができる
能力を養う）

○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

計画力
（物事を多角的に把握
し、解決に至る道筋を
組み立てる力を養う）

○ △ △ ○ ○ ○ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ○ ◎

コミュニケーション

（多様な価値観を尊重
し、互いの立場を理解
し相互対話できる力を
培う）

◎ ○ ◎ ○ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

プレゼンテーション
（自己の考えを正しく伝
え、相手の理解を導く
力を身に付ける）

○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

協調

（自己に不利益な事柄
を排除せず、互いに有
益な結論を見出す力を
養う）

◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △ △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

専門知識
（各専門分野における
正しい専門知識を身に
付ける）

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

専門技術
（各専門分野で必要な
技術を習得する） ○ ○ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ △ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

応用力
（教養および専門知識
を自在に組み合わせ
発展させる力を養う）

◎ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎ ◎ △ ◎ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

（注1）◎は授業科目が学習目標との関連度に対して，「非常に関連度が高い」場合を示し，○は「関連度が高い」場合を示す。

（注2）配当期のローマ数字は以下を示す。
Ⅰ：1年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅱ：1年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅲ：2年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅳ：2年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅴ：3年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅵ：3年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅶ：4年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅷ：4年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
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【専門科目（グローバル輸送科学科ロジスティクスコース）】

Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅲ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅵ Ⅵ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅵ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

幅広い教養
（大学生として備えるべき
教養を身に付ける） △ △ △ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ △ △ ○ △ △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○

技術者理論
（技術者としての正しい倫
理観を習得する） ○ △ ○ ○

リーダーシップ
（様々な分野で指導的役
割を担うことが出来る人間
力を学ぶ）

○ ○

柔軟な思考
（伝統的な思考や方法に
とらわれず、自ら考える力
を備える）

○ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

課題の発見と解決
（自ら課題を見つけ、解決
することができる能力を養
う）

○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

計画力
（物事を多角的に把握し、
解決に至る道筋を組み立
てる力を養う）

○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ △ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニケーション
（多様な価値観を尊重し、
互いの立場を理解し相互
対話できる力を培う）

○ ○ ○ ○ ○ ◎ △ ○ ◎ ◎

プレゼンテーション
（自己の考えを正しく伝
え、相手の理解を導く力を
身に付ける）

○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ◎ ◎

協調
（自己に不利益な事柄を
排除せず、互いに有益な
結論を見出す力を養う）

○ ◎ ○ ◎ ◎

専門知識
（各専門分野における正し
い専門知識を身に付け
る）

◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門技術
（各専門分野で必要な技
術を習得する） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

応用力
（教養および専門知識を
自在に組み合わせ発展さ
せる力を養う）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ◎ ○ △ ◎ ◎

（注1）◎は授業科目が学習目標との関連度に対して，「非常に関連度が高い」場合を示し，○は「関連度が高い」場合を示す。

（注2）配当期のローマ数字は以下を示す。
Ⅰ：1年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅱ：1年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅲ：2年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅳ：2年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅴ：3年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅵ：3年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅶ：4年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅷ：4年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）

国
際
性

専
門
性

e
ビ
ジ
ネ
ス
2

e
ビ
ジ
ネ
ス
1

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
演
習

輸
送
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
英
語

配当期

人
間
性

創
造
性

情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
論
2

情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
論
1

イ
ン
タ
フ

ェ
ー

ス
設
計
論
2

イ
ン
タ
フ

ェ
ー

ス
設
計
論
1

知
能
情
報
処
理
論
2

知
能
情
報
処
理
論
1

経
営
管
理
論
2

経
営
管
理
論
1

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
論
2

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
論
1

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
2

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
1

最
適
化
法
2

最
適
化
法
1

戦
略
的
意
思
決
定
論
2

戦
略
的
意
思
決
定
論
1

流
通
シ
ス
テ
ム
論
2

流
通
シ
ス
テ
ム
論
1

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
デ
ザ
イ
ン
2

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
デ
ザ
イ
ン
1

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
概
論
2

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
概
論
1

タ
ー

ミ
ナ
ル
運
営
計
画
2

タ
ー

ミ
ナ
ル
運
営
計
画
1

在
庫
管
理
論
2

在
庫
管
理
論
1

交
通
計
画
2

交
通
計
画
1

都
市
地
域
計
画
2

都
市
地
域
計
画
1

社
会
資
本
計
画
2

社
会
資
本
計
画
1

交
通
工
学
2

交
通
工
学
1

輸
送
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
論
2

輸
送
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
論
1

物流計画 計画数理 情報科学 経営管理

S
C
M
シ
ス
テ
ム
論
2

S
C
M
シ
ス
テ
ム
論
1

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
論
2

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
論
1

統
計
的
意
思
決
定
論
2

統
計
的
意
思
決
定
論
1

計
算
機
シ
ス
テ
ム
論
2

計
算
機
シ
ス
テ
ム
論
1

情
報
表
現
論
2

情
報
表
現
論
1

情
報
管
理
論
2

情
報
管
理
論
1

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
論
2

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
論
1

物
流
実
務
論
2

物
流
実
務
論
1

離
散
数
学
2

離
散
数
学
1

数
理
計
画
法
2

数
理
計
画
法
1

確
率
モ
デ
ル
論
2

確
率
モ
デ
ル
論
1

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
論
2

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
論
1

※平成28年度以降入学者用

全
学
Ｄ
Ｐ

学習目標

授　　　　　業　　　　　科　　　　　目　　　　　名

ロジスティクスコース

輸　送　科　計　画　分　野 経　営　数　理　分　野
演習

輸送経済

国
際
物
流
論
2

国
際
物
流
論
1

交
通
経
済
論
2

交
通
経
済
論
1

交
通
政
策
論
2

交
通
政
策
論
1

航
空
経
済
論
2

航
空
経
済
論
1

都
市
交
通
論
2

都
市
交
通
論
1

交通計画



【専門科目（海洋安全システム科学科）】

Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅵ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ
Ⅴ
・
Ⅵ

Ⅴ Ⅲ Ⅳ Ⅵ Ⅵ Ⅵ Ⅳ Ⅳ 　Ⅵ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅵ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

幅広い教養
（大学生として備えるべき
教養を身に付ける） ◎ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ◎

技術者理論
（技術者としての正しい倫
理観を習得する） △ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △

リーダーシップ
（様々な分野で指導的役
割を担うことが出来る人間
力を学ぶ）

△ ○ ○ ◎ ○ △

柔軟な思考
（伝統的な思考や方法に
とらわれず、自ら考える力
を備える）

○ ○ ○ △ △ ○ △ ◎ ◎ △ △ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ △ △ ◎ ◎ △ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △

課題の発見と解決
（自ら課題を見つけ、解決
することができる能力を養
う）

○ △ △ △ △ ○ △ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ △ ◎ ◎ △ △ △ ○ ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○ ○

計画力
（物事を多角的に把握し、
解決に至る道筋を組み立
てる力を養う）

△ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ △ ○ △ △ △

コミュニケーション
（多様な価値観を尊重し、
互いの立場を理解し相互
対話できる力を培う）

△ △ ○ △ ○ △ ◎ ◎

プレゼンテーション
（自己の考えを正しく伝
え、相手の理解を導く力を
身に付ける）

△ ○ △ ○ ○ △ ○ △ △ ◎

協調
（自己に不利益な事柄を
排除せず、互いに有益な
結論を見出す力を養う）

△ △ ○ ◎ ○ ○ ◎

専門知識
（各専門分野における正し
い専門知識を身に付け
る）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

専門技術
（各専門分野で必要な技
術を習得する） ◎ ○ ○ ○ ◎ △ ○ ◎ ○ ○ △ ○ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ △ ◎

応用力
（教養および専門知識を
自在に組み合わせ発展さ
せる力を養う）

○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ △ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ △ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（注1）◎は授業科目が学習目標との関連度に対して，「非常に関連度が高い」場合を示し，○は「関連度が高い」場合を示す。

（注2）配当期のローマ数字は以下を示す。
Ⅰ：1年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅱ：1年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅲ：2年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅳ：2年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅴ：3年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅵ：3年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅶ：4年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅷ：4年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）

配当期

人
間
性

創
造
性

国
際
性

専
門
性

粒
子
ビ
ー

ム
応
用
分
析
学
2

粒
子
ビ
ー

ム
応
用
分
析
学
1

機
能
性
無
機
材
料
2

機
能
性
無
機
材
料
1

機
能
性
有
機
材
料

海
洋
観
測
解
析
論
2

海
洋
観
測
解
析
論
1

衛
星
海
洋
学

環
境
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
学
2

環
境
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
学
1

環
境
放
射
能
動
態
学
2

環
境
放
射
能
動
態
学
1

サ
ブ
ア
ト
ミ
ッ
ク
物
理
化
学

放
射
線
計
測
学
2

放
射
線
計
測
学
1

放
射
線
影
響
評
価
論
2

放
射
線
影
響
評
価
論
1

海
洋
分
子
生
物
学

環
境
分
析
化
学

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
工
学
2

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
工
学
1

内
海
域
環
境
学
2

内
海
域
環
境
学
1

環
境
汚
染
論

環
境
修
復
論

海
事
災
害
比
較
論
2

海
事
災
害
比
較
論
1

次
世
代
安
全
運
航
論
2

次
世
代
安
全
運
航
論
1

船
舶
工
学
1

‐
2

船
舶
工
学
1

‐
1

浮
体
運
動
力
学

浮
体
応
用
安
全
科
学

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
概
論
2

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
概
論
1

超
伝
導
工
学
2

超
伝
導
工
学
1

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
2

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
1

環
境
生
態
学

科
学
技
術
英
語
2

科
学
技
術
英
語
1

海
事
政
策
論
2

海
事
政
策
論
1

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
・
経
済
論

環
境
法
概
論
2

環
境
法
概
論
1

経
営
管
理
論
2

経
営
管
理
論
1

経
営
組
織
論
2

経
営
組
織
論
1

大
気
環
境
学
2

大
気
環
境
学
1

海
洋
波
理
論
2

海
洋
波
理
論
1

地
球
流
体
力
学
2

地
球
流
体
力
学
1

気
象
情
報
解
析
論
2

気
象
情
報
解
析
論
1

港
湾
工
学
2

港
湾
工
学
1

海
洋
安
全
シ
ス
テ
ム
科
学
実
験
2

海
洋
安
全
シ
ス
テ
ム
科
学
実
験
1

材
料
力
学
1

‐
2

材
料
力
学
1

‐
1

電
気
電
子
工
学
2

電
気
電
子
工
学
1

電
磁
気
学
2

電
磁
気
学
1

制
御
理
論
2

制
御
理
論
1

数
値
計
算
科
学
2

数
値
計
算
科
学
1

知
能
情
報
処
理
論
2

知
能
情
報
処
理
論
1

安
全
工
学
基
礎
論
2

安
全
工
学
基
礎
論
1

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
2

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
1

資
源
工
学

船
舶
シ
ス
テ
ム
基
礎
論
2

船
舶
シ
ス
テ
ム
基
礎
論
1

海
洋
安
全
シ
ス
テ
ム
科
学
通
論

流
体
力
学
1

‐
2

流
体
力
学
1

‐
1

※平成28年度以降入学者用

全
学
Ｄ
Ｐ

学習目標

授　業　科　目

学科専門基礎科目
学科専門科目

船舶安全・エコ技術分野 環境評価・分析分野

物
理
化
学
Ⅰ

物
理
化
学
Ⅱ

‐
2

物
理
化
学
Ⅱ

‐
1

物
理
化
学
Ⅲ

‐
2

物
理
化
学
Ⅲ

‐
1

応
用
数
学
3

‐
2

応
用
数
学
3

‐
1

応
用
数
学
4

‐
2

応
用
数
学
4

‐
1

統
計
学
2

統
計
学
1



【専門科目（マリンエンジニアリング学科）】

Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅵ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅶ
Ⅴ
・
Ⅵ

Ⅲ
・
Ⅴ

Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅳ Ⅴ Ⅶ Ⅶ Ⅴ
Ⅳ
・
Ⅴ

Ⅶ Ⅶ Ⅵ Ⅷ Ⅵ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅴ Ⅵ Ⅵ Ⅵ

幅広い教養
（大学生として備えるべき
教養を身に付ける） ○ △ ◎ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ○ ○

技術者理論
（技術者としての正しい倫
理観を習得する） △ △ △ ○ △ △ △ ○ ◎ ◎ △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ △

リーダーシップ
（様々な分野で指導的役割
を担うことが出来る人間力
を学ぶ）

△ △ ◎ △ ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎

柔軟な思考
（伝統的な思考や方法にと
らわれず、自ら考える力を
備える）

○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ◎ ◎ ○ △

課題の発見と解決
（自ら課題を見つけ、解決
することができる能力を養
う）

△ ◎ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ◎ △ ◎ ○ ○ ◎ ○ △ ◎ ◎ ○ ◎

計画力
（物事を多角的に把握し、
解決に至る道筋を組み立
てる力を養う）

△ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △ ◎ △ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ △ ○ △ ○

コミュニケーション
（多様な価値観を尊重し、
互いの立場を理解し相互
対話できる力を培う）

○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

プレゼンテーション
（自己の考えを正しく伝え、
相手の理解を導く力を身に
付ける）

◎ ○ ○ △ △ ○ ◎ ○ △ ◎ ◎

協調
（自己に不利益な事柄を排
除せず、互いに有益な結
論を見出す力を養う）

△ ◎ ○ ○ ◎ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専門知識
（各専門分野における正し
い専門知識を身に付ける） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門技術
（各専門分野で必要な技術
を習得する） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ △ ○

応用力
（教養および専門知識を自
在に組み合わせ発展させ
る力を養う）

○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

（注1）◎は授業科目が学習目標との関連度に対して，「非常に関連度が高い」場合を示し，○は「関連度が高い」場合を示す。

（注2）配当期のローマ数字は以下を示す。
Ⅰ：1年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅱ：1年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅲ：2年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅳ：2年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅴ：3年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅵ：3年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）
Ⅶ：4年次前期（第1クォーターまたは第2クォーター）
Ⅷ：4年次後期（第3クォーターまたは第4クォーター）

創
造
性

国
際
性

専
門
性

超
伝
導
工
学

‐
2

超
伝
導
工
学

‐
1

数
値
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
工
学

‐
2

数
値
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
工
学

‐
1

推
進
工
学

船
舶
機
関
管
理
論

海
事
法
規

‐
2

海
事
法
規

‐
1

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

‐
2

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

‐
1

運
動
科
学
A
／
B

船
舶
衛
生

‐
2

船
舶
衛
生

‐
1

冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学

‐
2

冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学

‐
1

海
事
機
関
英
語
1

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
演
習

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
実
験

学
内
船
舶
実
習
1

‐
2

学
内
船
舶
実
習
1

‐
1

浮
体
運
動
力
学

浮
体
応
用
安
全
科
学

配当期

人
間
性

材
料
強
度
学

流
体
機
械

‐
2

流
体
機
械

‐
1

エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ン
ト
工
学

‐
2

エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ン
ト
工
学

‐
1

電
子
回
路

‐
2

電
子
回
路

‐
1

パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

電
気
電
子
材
料
学

‐
2

電
気
電
子
材
料
学

‐
1

海
事
機
関
英
語
2

機
関
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
1

‐
3

機
関
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
1

‐
2

機
関
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
1

‐
1

機
関
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
2

学
内
船
舶
実
習
2

船
舶
実
習
2

船
舶
実
習
3

燃
料
燃
焼
及
び
潤
滑
論

‐
2

燃
料
燃
焼
及
び
潤
滑
論

‐
1

材
料
加
工
学

‐
2

材
料
加
工
学

‐
1

材
料
加
工
学
演
習

船
舶
工
学
1

‐
2

船
舶
工
学
1

‐
1

電
気
回
路
2

‐
2

電
気
回
路
2

‐
1

電
気
機
器

‐
2

電
気
機
器

‐
1

内
燃
機
関
工
学

‐
2

内
燃
機
関
工
学

‐
1

機
械
設
計
学

‐
2

機
械
設
計
学

‐
1

制
御
理
論

‐
2

制
御
理
論

‐
1

工
学
熱
力
学
1

‐
2

工
学
熱
力
学
1

‐
1

機
械
製
図

‐
2

機
械
製
図

‐
1

情
報
処
理
演
習

‐
2

情
報
処
理
演
習

‐
1

海
技
実
習

船
舶
実
習
1

材
料
力
学
2

‐
2

材
料
力
学
2

‐
1

流
体
力
学
2

‐
2

流
体
力
学
2

‐
1

工
業
熱
力
学
2

‐
2

工
業
熱
力
学
2

‐
1

伝
熱
工
学

‐
2

伝
熱
工
学

‐
1

機
械
振
動
学

電
気
回
路
1

‐
2

電
気
回
路
1

‐
1

※平成28年度以降入学者用

全
学
Ｄ
Ｐ

学習目標

授　　　　　業　　　　　科　　　　　目　　　　　名

学科共通科目 第一専門科目
第二専門科目

機関マネジメントコース メカトロニクスコース

応
用
数
学
3

‐
2

応
用
数
学
3

‐
1

応
用
数
学
4

‐
2

応
用
数
学
4

‐
1

流
体
力
学
1

‐
2

流
体
力
学
1

‐
1

材
料
力
学
1

‐
2

材
料
力
学
1

‐
1

機
構
学

‐
2

機
構
学

‐
1



グローバル輸送科学科・航海マネジメントコース （2016年度以降入学者用） Q1は第１クォーター、Q2は第２クォーター、Q3は第3クォーター、Q4はクォーターを示す。

前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4) 前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4) 前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4) 前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4)

国際民事法Ⅰ（法） 国際経済法（法）

ドイツ語初級A1，A2，B1，B2 ドイツ語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 国際法Ⅰ（法） 国際民事法Ⅱ（法）
フランス語初級A1，A2，B1，B2 フランス語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 交通論（経営） 国際法Ⅱ（法）
中国語初級A1，A2，B1，B2 中国語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 国際経済学（経済） 国際貿易（経営）
ロシア語初級A1，A2，B1，B2 ロシア語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 環境経済論（経済） 国際交通（経営）

他学部開講科目 固体地球物理学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）

English LiteracyA1，A2 English LiteracyB1，B2 海洋生物学1，2（理）
English Communication A1，A2 English Communication B1，B2 地質学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）

海岸・港湾工学（工）

①㊄コミュニケーション英語A，B ①コミュニケーション英語C，D ライティング英語C・D ①㊄海事英語1-A，1-B ①㊄海事英語2-A・2-B ①海事実用英語A，B 地震安全工学（工）

ライティング英語A，B

地勢学A，B 海事社会学-1，海事社会学-2 経済学Ⅰ-1，Ⅰ-2 海運経済論1，2 経済学Ⅲ-1，Ⅲ-2 会計学1，2 海事政策論1，2
初年次セミナ-，海事科学通論 経済学Ⅱ-1，Ⅱ-2 経営組織論1，2 海上保険論１，2

経営戦略論１，2

基礎教養，総合教養 基礎教養，総合教養 海事国際法1，2 海事労働法1，2 海難論１，2 海上交通心理学1，2
★海上交通法1-1，2 ★海上交通法2-1，2-2 ★船舶安全学１，2

★①海事法規１，2 ㊂航海マネジメント学実験3

情報基礎 実験心理学1，2 基礎プログラミング1，2 応用プログラミング１，2 人間情報処理論１，2

健康・スポーツ科学実習基礎1，2 健康・スポーツ科学講義A，B，C ㊩アクアティックスポーツ ㊩運動科学A，B
健康・スポーツ科学実習１，2

★船舶実習1 ★船舶実習2 ㊄㊩船舶衛生1，2 ★船舶実習3
㊂㊃海技実習 ★㊀㊁㊃学内船舶実習1 ★㊀㊁㊃学内船舶実習2 ①㊄船舶通信管理2 ★㊀㊁㊃学内船舶実習3
リーダーシップ演習1 ①㊄船舶通信管理1

㊂リーダシップ1，2
㊁船橋シミュレータ演習 ㊂リーダーシップ演習2

インターンシップ

★航海学1-1，1-2 ★航海学2-1,2-2 ★航海学3-1，3-2 ★航海学演習2-1，2-2 人間工学A・B
電気電子工学1，2 ★①㊀航海電子基礎論１，2 ★航海学演習1-A・B

★①航海マネジメント学実験1
システム工学1，2 ★航海計器学1-1，1-2

㊁レーダARPA演習 ★①航海計器学2-1，2-2

★船舶工学1-1，1-2 ★操船学1-1，1-2 操船学2-1，2-2 船舶工学2-1，2-2 海上交通工学1，2
流体力学1-1，1-2 ★航海力学1，2 ★海上貨物輸送論1，2 ★航海マネジメント学実験2 船舶管理論1，2
材料力学1-1，1-2
船舶機関学通論1，2

基礎物理化学1，2 基礎有機化学1，2 海事環境工学1，2 気象学1，2 ★海洋気象学1，2
海洋学1，2

物理学入門
力学基礎 1，2

連続体力学基礎・熱力学基礎/電磁気学基礎 １，2

微分積分1，2
線形代数1，2 微分積分3，4 応用数学1-1，1-2

線形代数3，4 応用数学2-1・2-2
数理統計1，2 応用統計学1，2

基礎ゼミ1 基礎ゼミ2 総合ゼミ

高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養

ECDIS講習
太線枠 ： 必修科目 全学共通 ① 第一級海上特殊無線技士必要科目

学部共通 ㊩ 船舶衛生管理者必要科目
太点線枠 ： 選択必修科目 学科共通 ★ 三級海技士（航海）免許必要科目

航海第一専門 【三級海技士（航海）免許講習必要科目】
航海第二専門 ㊀ レーダー観測者講習

㊁ レーダー・自動衝突予防装置シミュレータ講習
㊂ 救命講習

ECDIS講習 ㊃ 消火講習
㊄ 上級航海英語講習

特別研究

他学部開講科目(開講時期未定科目）
※開講時期については，各学部の時間割を確認すること。

市場システム特殊講義（グローバルマーケティング）（経営）

1年 2年 3年 4年

海事理化学実験1
海事理化学実験2



グローバル輸送科学科・ロジスティクスコース （2016年度以降入学者用） 1Qは第１クォーター、2Qは第２クォーター、3Qは第3クォーター、4Qはクォーターを示す。

前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q) 前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q) 前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q) 前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q)

ドイツ語初級A1，A2，B1，B2 ドイツ語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 国際民事法Ⅰ（法） 国際経済法（法）

フランス語初級A1，A2，B1，B2 フランス語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 国際法Ⅰ（法） 国際民事法Ⅱ（法）

中国語初級A1，A2，B1，B2 中国語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 交通論（経営） 国際法Ⅱ（法）

ロシア語初級A1，A2，B1，B2 ロシア語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 国際経済学（経済） 国際貿易（経営）
環境経済論（経済） 国際交通（経営）

English LiteracyA1，A2 English LiteracyB1，B2 固体地球物理学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）
English Communication A1，A2 English Communication B1，B2 海洋生物学1，2（理）

地質学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）

コミュニケーション英語A，B コミュニケーション英語C，D ライティング英語C・D 海岸・港湾工学（工）
ライティング英語A，B 地震安全工学（工）

初年次セミナー，海事科学通論 ロジスティクス概論1，2

プロジェクト演習 輸送ビジネスのための英語

基礎教養，総合教養 基礎教養，総合教養 経済学Ⅰ-1，Ⅰ-2 海運経済論1，2 経済学Ⅲ-1，Ⅲ-2 航空経済論1，2
経済学Ⅱ-1，Ⅱ-2 交通経済論1，2 交通政策論1，2 都市交通論1，2

流通システム論1，2

健康・スポーツ科学実習基礎1，2 健康・スポーツ科学講義A，B，C 交通計画1，2 交通工学1，2

健康・スポーツ科学実習1，2 都市地域計画1，2 社会資本計画1，2
国際物流論1，2

地勢学A，B 海事社会学-1，海事社会学-2 海事国際法1，2 海事労働法1，2 在庫管理論1，2 ロジスティクスシステム論1，2
実験心理学1，2 システム工学1，2 気象学1，2 ターミナル運営計画1，2 ＳＣＭシステム論1，2
海洋学1，2 海事環境工学1，2 輸送ネットワーク論1，2 国際ビジネス論1，2

船舶実習1 物流実務論1，2
ネットワークデザイン1，2

物理学入門 連続体力学基礎・熱力学基礎/電磁気学基礎1，2
力学基礎1，2 基礎有機化学1，2
基礎物理化学1，2

経営管理論1，2 経営組織論1，2 経営戦略論1，2 海事政策論1，2
マーケティング論1，2 会計学1，2
リスクマネジメント論1，2 海上保険論1，2

eビジネス1，2
微分積分1，2 数理統計1，2 応用統計学1，2 確率モデル論1，2
線形代数1，2 統計的意思決定論1，2

微分積分3・4 数理計画法1，2 最適化法1，2 戦略的意思決定論1，2 情報ネットワーク論1，2
線形代数3・4 離散数学1，2 アルゴリズム論1，2 インタフェース設計論1，2

応用数学1-1，1-2 計算機システム論1，2 情報表現論1，2 知能情報処理論1，2
応用数学2-1，2-2 情報管理論1，2 人間情報処理論1，2

情報基礎 基礎プログラミング1，2 応用プログラミング1，2

基礎ゼミ1 基礎ゼミ2 インターンシップ 総合ゼミ

高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養
全学共通科目 太線枠 ： 必修科目
学部共通科目
学科共通科目 太点線枠 ： 選択必修科目
コース専門科目（輸送計画）
コース専門科目（経営数理） 　　　　　　強い関連
コース専門科目（演習） 　　　　　　緩い関連

他学部開講科目(開講時期未定科目）
※開講時期については，各学部の時間割を確認すること。

市場システム特殊講義（グローバルマーケティング）(経営)

特別研究

1年 2年 3年 4年

海事理化学実験1
海事理化学実験2

他学部開講科目



海洋安全システム科学科 （2016年度以降入学者用） Q1は第１クォーター、Q2は第２クォーター、Q3は第3クォーター、Q4はクォーターを示す。

注：　表中には学生便覧からの変更予定分も含んでいます．

前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4) 前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4) 前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4) 前期(Q1/Q2) 後期（Q3/Q4)

国際民事法Ⅰ（法） 国際経済法（法）

国際法Ⅰ（法） 国際民事法Ⅱ（法）

交通論（経営） 国際法Ⅱ（法）

国際経済学（経済） 国際貿易（経営）

環境経済論（経済） 国際交通（経営）

固体地球物理学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）

海洋生物学1，2（理）

基礎教養・総合教養 基礎教養・総合教養 地質学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）

海岸・港湾工学（工）

地震安全工学（工）

経済学Ⅰ-1，Ⅰ-2 エネルギー・環境・経済論 経済学Ⅲ-1，2 経営組織論1，2

ドイツ語初級A1，A2，B1，B2 ドイツ語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 海事政策論1，2

フランス語初級A1，A2，B1，B2 フランス語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4）
中国語初級A1，A2，B1，B2 中国語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） 海事国際法1，2 海事労働法1，2 環境法概論1，2 経営管理論1，2

ロシア語初級A1，A2，B1，B2 ロシア語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4）

情報基礎 知能情報処理論1，2

English LiteracyA1，A2 English LiteracyB1，B2

English Communication A1，A2 English Communication B1，B2

コミュニケーション英語A，B コミュニケーション英語C，D ライティング英語C・D 科学技術英語1，2

ライティング英語A，B

微分積分1，2 数理統計 1，2 統計学1，2

線形代数1，2
微分積分3，4 応用数学1-1，1-2 応用数学3-1，3-2

線形代数3，4 応用数学2-1，2-2 応用数学4-1，4-2

健康・スポーツ科学実習基礎1，2 健康・スポーツ科学講義A，B・C 数値計算科学1，2

健康・スポーツ科学実習1，2
物理学入門
力学基礎 1，2 連続体力学基礎・熱力学基礎/電磁気学基礎 1，2
基礎物理化学1，2 基礎有機化学1，2

初年次セミナー・海事科学通論 海洋安全システム科学通論

地勢学A，B 海事社会学-1，海事社会学-2／実験心理学1，2 物理化学Ⅰ 船舶システム基礎論1，2 次世代安全運航論1，2 浮体運動力学

海洋学1，2 流体力学1-1，1-2 海洋波理論1，2 船舶工学1-1，1-2 浮体応用安全科学

材料力学1，2 資源工学 ロジスティクス概論1，2 地球流体力学1，2

電気電子工学1，2 港湾工学1，2

物理化学Ⅱ-1，Ⅱ-2 制御理論1，2

安全工学基礎論1，2

自然エネルギー工学1，2 物理化学Ⅲ-1，Ⅲ-2 機能性有機材料 機能性無機材料1，2

電磁気学1，2 エコエネルギー変換工学1，2 水素エネルギー工学1，2

サブアトミック物理化学 超伝導工学1，2

環境放射能動態学1，2 粒子ビーム応用分析学1，2

放射線計測学1，2 放射線影響評価論1，2

気象学1，2 気象情報解析論1，2 環境汚染論

大気環境学1，2 内海域環境学1，2 環境修復論

環境生態学 環境分析化学 海事災害比較論1，2

海洋観測解析論1，2 衛星海洋学

環境シミュレーション学1，2

海洋分子生物学

全学共通科目 太線枠 ： 必修科目

学部共通科目 総合ゼミ

学科専門基礎科目 太点線枠 ： 選択必修科目
学科専門科目（船舶安全・エコ）

学科専門科目（環境評価・分析） 基礎ゼミ1 基礎ゼミ2 インターンシップ

高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養

海事理化学実験1

矢印　　　　　　　は，主な履修の流れを示しています．

1年 2年 3年 4年

市場システム特殊講義（グローバルマーケティング）(経営)

海事理化学実験2

海洋安全システム科学実験1，2

特別研究

他学部開講科目(開講時期未定科目）
※開講時期については，各学部の時間割を確認すること。

国際経済基礎論(経済)

他学部開講科目

船舶安全・エコ技術分野

環境評価・分析分野



マリンエンジニアリング学科 （2016年度以降入学者用） 1Qは第１クォーター、2Qは第２クォーター、3Qは第3クォーター、4Qはクォーターを示す。

前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q) 前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q) 前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q) 前期(1Q/2Q) 後期（3Q/4Q)

海事国際法1，2 国際民事法Ⅰ（法） 国際経済法（法）
経済学Ⅰ-1，Ⅰ-2 海事労働法1，2 経済学Ⅲ-1，Ⅲ-2 国際法Ⅰ（法） 国際民事法Ⅱ（法）

地勢学A，B 海事社会学-1，2／実験心理学1，2 交通論（経営） 国際法Ⅱ（法）
海洋学1，2 国際経済基礎論（経済） 国際貿易（経営）

応用数学1-1，1-2 気象学1，2 環境経済論（経済） 国際交通（経営）
初年次セミナー，海事科学通論 ライティング英語A，B 応用数学2-1，2-2 固体地球物理学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）

● コミュニケーション英語A，B ● コミュニケーション英語C，D ライティング英語C，D 海洋生物学1，2（理）
地質学Ⅱ-1，Ⅱ-2（理）
海岸・港湾工学（工）
地震安全工学（工）

応用数学3-1，3-2
基礎教養・総合教養 基礎教養・総合教養 応用数学4-1，4-2
English LiteracyA1，A2 English LiteracyB1，B2 流体力学2-1，2-1 機械設計学-1，機械設計学-2
English Communication A1，A2 English Communication B1，B2 材料力学2-1，2-2 伝熱工学-1，伝熱工学-2

ドイツ語初級A1，A2，B1，B2 ドイツ語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） ● 流体力学1-1，1-2 電気回路2-1，2-2 ● 船舶工学1-1，1-2

フランス語初級A1，A2，B1，B2 フランス語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） ● 材料力学1-1，1-2 工業熱力学2-1，2-2 ● 電気機器-1，電気機器-2

中国語初級A1，A2，B1，B2 中国語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） ● 電気回路1-1，1-2 情報処理演習-1，情報処理演習-2 ● 内燃機関工学-1，内燃機関工学-2

ロシア語初級A1，A2，B1，B2 ロシア語初級Ａ3，A4，B3，B4（ＳA3，SA4，SB3，SB4） ● 制御理論-1，制御理論-2 ● 海事機関英語1 ● 冷熱エネルギー工学-1，冷熱エネルギー工学-2 ☆ 機械振動学

情報基礎 微分積分3，4 ● 工業熱力学1-1，1-2 ● 機械製図-1機械製図-2 ● マリンエンジニアリング演習
微分積分1，2 線形代数3，4 機構学-1，機構学-2 ● 材料加工学演習 ● 材料加工学-1，材料加工学-2
線形代数1，2 数理統計1，2
物理学入門 連続体力学基礎・熱力学基礎/電磁気学基礎 1，2 ● 海技実習
力学基礎 1，2 基礎有機化学1，2 ● 学内船舶実習1-1 ● 学内船舶実習1-2
基礎物理化学1，2 健康・スポーツ科学講義A，B，C ● 船舶実習1
健康・スポーツ科学実習基礎1，2 健康・スポーツ科学実習1，2

● 船舶実習2 ● 学内船舶実習2 ● 船舶実習3

● 機関マネジメント演習1-1 ● 機関マネジメント演習1-2 ☆● 推進工学 ● 機関マネジメント演習1-3
● 海事法規-1，海事法規-2 ● リーダーシップ-1，リーダーシップ-2 ☆● 船舶機関管理論 ● 機関マネジメント演習2

● 海事機関英語2 ● 船舶衛生-1，船舶衛生-2
● 燃料燃焼及び潤滑論-1，燃料燃焼及び潤滑論-2 ● 運動科学A，B

☆ 材料強度学
● 流体機械-1，流体機械-2 ☆ パワーエレクトロニクス
● 電子回路-1，電子回路-2 電気電子材料学-1，電気電子材料学-2

枠種別等 ● エネルギープラント工学-1，エネルギープラント工学-2 数値シミュレーション工学-1，数値シミュレーション工学-2
色種別 太線枠 ： 必修科目 超伝導工学-1，超伝導工学-2 浮体応用安全科学

全学共通科目 ● 黒丸 ： 海技資格取得必修 浮体運動力学
学部共通科目

学科共通・第一専門科目 ☆ 星印 ： 月制集中授業
機関マネジメントコース科目

メカトロニクスコース科目 太点線枠 ： 選択必修科目 基礎ゼミ1 基礎ゼミ2 インターンシップ 総合ゼミ

高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養 高度教養

マリンエンジニアリング実験

特別研究

他学部開講科目(開講時期未定科目）
※開講時期については，各学部の時間割を確認すること。

市場システム特殊講義（グローバルマーケティング）（経営）

1年 2年 3年 4年

海事理化学実験1
海事理化学実験2

専門知識を活用して総合力を身に付ける

メカトロニクスの専門性を深める

機関マネジメントの専門性を深める

専門科目を学ぶ

船を用いて協調性・リーダーシップを実践的に習得し、人間力や応用力を養成する

全学共通の教養・基礎を身に付ける

学部共通の基礎を身に付ける

他学部開講科目を学ぶ


